
市  長 副市長 部  長 課  長 副主幹

聰 瘍 / 0 ⑫ ③
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_ 平成 26年 5月 29日

ヽ

露.鷲重羹ヽ「シ山郁鸞
、 副主幹 津々木 哲也_       主、事甲 侑

υ
命により出張しましたところ、その概要は下記のとおりでした。

以上復命します。

‐ 記

1_ 日  時   平成 26年 5月 27日  (火)午前 10日寺か ら             ′

2.場 所   鎌 ヶ谷市役所 6階第 1, 2委員会室

3.用 務  北総線耐震化対策協議会      ,
4.出席者   別添出席者名簿のとお り

5。 概 要

<案 件 >

・耐震化について

。その他

<会議概要>
「耐震化について

北総鉄道ょり耐震化について別添資料に基づく説明

(北総の説明に対する沿線市からの意見)

予算化に間に合 うよう6月 末までに、平成 27年度の事業費や対象箇所、耐震調査の

概略等についての詳細資料を頂きたい。

・その他

なし  、



0‐2

北総線耐震化対策協議会 3

日時 :平成 26年 5月 27日 (火 )

午前 10時から

場所 : 鎌ケ谷市役所 6階第 1, 2委員会室

.次
  第

ζilI

1 開 会

2 案 件

E耐震化について

日その他

3 閉 会
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北総線耐震化対策協議会 出席者名簿

平成26年5月 27日 (火)午前10時～

鎌ケ谷市役所6階第1,2委員会室

【出席者】

団体名 職 名 氏 名

千葉県
交通計画課

課 長 関口 龍海

室 長 佐々木 T也

副主幹 町山 明

副主幹 里見 季彦

松戸市
交通政策課

課 長 菊池 謙次

主任技師 岡崎 尚美

市川市
交通計画課

課 長 花見 安弘

主幹 小林 英樹

主任 山田 陽ニ

鎌ケ谷市
都市計画課

課 長 金 子 文夫

室 長 佐瀬 功

主 査 星 野 繁和

船稿T
政策企画課

主 査 千脇 真治

都市計画課
副主査 濱 田 俊幸

印西市
企画政策課

課長 /1ヽ りII 義雄

室 長 堀越 庄 ― 好

主査 根本 建吾

自井市
企画政策課

部長 内藤 健作

課長 折山 有5子

副主幹 津々木 哲也

主事 堀田 侑希

北総鉄道株式会社 常務取締役 竹渕 誠―

技術部 部長 星野 康弘

技術部 上席調査役 高山 典之 κ ⇒約ィ

企画室 部長 境 史郎

企画室 課長 佐藤 栄寿

0」 準 白費
｀



Cフ
いチ

平成 26年 5月 27日

北総鉄道株式会社

北総線の耐震補強について

1.鉄道構造物の耐震補強の目的について

鉄道構造物に損傷が発生する場合、破壊形態には『曲げ破壊』 と『せん断破壊』があり、

阪神淡路大震災時に倒壊・圧壊 した構造物を調べたところ、その多くが『せん断破壊』を起

こしていたことが判明しました。暢1紙①参照 )

阪神淡路大震災以降、鉄道構造物等の耐震補強を進めてきたため、東 日本大震災では高架

橋柱の損傷はあつたが、多くが曲げ破壊でせん断破壊を起こした構造物が少なかつたことか

ら、復 1日 が迅速にできました。

よって、鉄道構造物の耐震補強は、『せん断破壊』を起こす前に、『曲げ破壊』を生じさせ

ることで、致命的な倒壊 。圧壊の破壊を防ぐ目的で補強を実施します。彿1紙①参照)

「特定鉄道等施設に係る耐震補強に関する省令」 (以 下「耐震省令」という。)でも、せん

断破壊先行型と判断された構造物について、曲げ破壊先行型となるよう補強の指針が示され

たところです。偶呼紙②参照)

2.鉄道構造物の耐震補助について

鉄道構造物に対する耐震補助は、従来は駅耐震補助事業のみで、乗降客数が一日一万人以

上の高架駅であつて、かつ、折り返し運転が可能な駅又は複数路線が接続する駅が対象でし

た。当社ではこの補助事業で東松戸駅及び新鎌ヶ谷駅の耐震補強を実施 しました。

その後、耐震省令の施行により、平成 25年度からはその全部又は一部が首都直下地震で

震度 6強以上が想定される市町村にある、片道断面輸送量が一日一万人以上の路線であって、

ピークー時間あたりの片道列車本数十本以上の区間が対象となり、当社は全線が耐震補強す

べき路線となりました。さらに平成 26年度からの鉄道施設安全対策事業補助金交付要綱に

より当社路線は全線が耐震補助の対象となりました。

現在、補助事業として認められている鉄道構造物は高架橋柱、橋脚、開削 トンネル中柱、

橋梁の落橋防止となつています。

3.耐震補強工法について

当社では標準設計としてスパイラル筋巻立工法 (モルタル吹付)を採用しています。

また、施工範囲に支障物の移設が困難もしくは莫大な費用がかかる場合は、一面のみを補

強する一面耐震補強工法を採用しています。偶J紙③参照)

今後もいろいろな施工方法が開発され、費用縮減や施工性も向上することが考えられるの

で、場所毎に応じた最適な工法を採用することで耐震補強事業費の縮減に努力します。
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饉恣鰊言1了:ill l  :
写真 1

写真 1は、せん断破壊の例である。

ラーメン橋台の柱がせん断破壊 して、

精が落橋 した。前後の柱がせん断破壊

して構造物が前のめ りになつている

様子がわかる。

写真 2は、霧橋はして l′ なヽいが、柱

にせん断クラ ックがはっき りと残 つ

た例である。もう少 し地震義が大きしヽ

か、継続時間が長 |ナれば倒壊 :こ 至つた

と考えられる。 この構造物はクラック

を補修すればまだ姜 えそう:こ 見える

が、せん断破壊によザ構造格としての

機能を失つており、もし再使用すると

すれば柱を取 り替える等の大規模な

補修が必要となる。

一方写真 3は、鐘げ破壊の例である。

表画のコンクリー トは剥落 して、鉄筋

が見えているが、大きな残留変影も残

していない。ちなみに兵庫県南部地震

では鉄道高架橋の義げ破壊による落

橋等の大被書は見られなかった,

写真2 せん断破壊の例 (2)

写真3 曲げ損傷の例

出典 :「事故に学ぶ鉄道技術 (災害編)」

公益財団法人鉄道総合技術研究所 鉄道技術推進センター 平成 24年 4月
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（
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成
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十
五
年
国
土
交
通
省
令
第
　
　
　
号
）
第
二
条

の
規

定
に
基
づ
き
、
特
定
鉄
道
等
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設
に
係
る
耐
震
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関
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十
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月
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十
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日
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土
交
通
大
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昭
宏
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定
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に
係
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耐
震
補
強
に
関
す
る
指
針
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特
定
鉄
道
等
施
設
に
係
る
耐
震
補
強

の
方
法

↑
　
ラ
ー
メ
ン
構
造
形
式

の
高
架
橋
及
び
橋
台
に
係
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
柱
に

つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
の
結

果
に
よ
り
せ
ん
断
力
に
対
す
る
安
全
度

（
せ
ん
断
耐
力
を
せ
ん
断
力
で
除
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が

曲
げ

モ
ー
メ
ン
ト
に
対
す
る
安
全
度

（曲
げ
耐
力
を
曲
げ

モ
ー
メ
ン
ト
で
除
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

よ
り
小
さ
い
も
の
に

つ
い
て
、
せ
ん
断
力
に
対
す
る
安
全
度
が
曲
げ

モ
ー
メ
ン
ト
に
対
す
る
安
全
度
よ
り
大
き
く

な
る
よ
う
補
強
す
る
こ
と
。

一
一　
橋
り
よ
う
に

つ
い
て
は
、
落
橋
防
止
工
の
設
置
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に

つ
い
て
落
橋
防
止
二
の
設
置
に
よ
り
補

強
す
る
こ
と
。

に
　
大
規
模
地
震
に
よ
り
大
き
な
変
形
が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
、
開
削
ト
ン
ネ

ル
に
係
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の

柱
に

つ
い
て
は
、
耐
震
診
断

の
結
果
に
よ
り
せ
ん
断
力
に
対
す
る
安
全
度
が
曲
げ

モ
ー
メ
ン
ト
に
対
す
る
安
全
度
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よ
り
小
さ
い
も
の
に

つ
い
て
、
せ
ん
断
力
に
対
す
る
安
全
度
が
畿
げ

モ
ー
メ
ン
ト
に
対
す
る
安
全
度
よ
り
大
き
く

な
る
よ
う
補
強
す
る
こ
と
。

駅
又
は
停
留
場

（
以
下

「
駅
等
」
と
い
う
。
）
に
設
け
ら
れ
る
建
築
物
が
地
平
に
あ
る
駅
等
に

つ
い
て
は
、
耐

震
診
断

の
結
果
、
地
震
の
震
動
及
び
衝
撃
に
対
し
て
倒
壊
又
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
、
構
造

耐
力
上
主
要
な
部
分

の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
が
向
上
で
き
る
よ
う
補
強
す
る
こ
と
。

駅
等
に
設
け
ら
れ
る
建
築
物
が
線
路
上
空
に
あ
る
駅
等
に

つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
地
震

の
震
動
及
び

衝
撃
に
対
し
て
倒
壊
又
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
も
の
又
は
地
震

の
震
動
及
び
衝
撃
に
よ
り
残
留
変
形
等
に
よ

り
列
車

の
運
行
が
確
保
で
き
な
い
も
の
に

つ
い
て
、
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
が
向
上

で
き
る
よ
う
補
強
す
る
こ
と
。

駅
等
に
設
け
ら
れ
る
建
築
物
が
高
架
橋
に
あ
る
駅
等

つ
い
て
は
、
第

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り

補
強
す
る
こ
と
。

駅
等
に
設
け
ら
れ
る
建
築
物
が
開
削
ト
ン
ネ

ル
内
に
あ
る
駅
等
に

つ
い
て
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り

補
強
す
る
こ
と
。

特
定
鉄
道
等
施
設
に
係
る
耐
震
補
強

の
目
標
年
度

特
定
鉄
道
施
設
に
係
る
耐
震
補
強
に
関
す
る
省
令
第
二
条
の
線
区
等
を
定
め
る
告
示

（
平
成
二
十
五
年
国
土
交

通
省
告
示
第
　
　
口万
。
以
下

「線
区
等
告
示
」
と

い
う
。
）
第

一
号

（
一
）
、
第
二
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る

ヽ
」
一は
●

-2-
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別 紙 ③

主な高架橋柱の耐震補強工法

０
ム

工法名 4面補強 11罰ネ甫]螢

特徴 4面 とも補強する。安価な工法が多い。
1面のみを補強する。耐震の施工費は高いが、支障物のない面のみを

補強できる。

当社 で 主 に採 用

している工法
スパイラル筋巻立工法 一面耐震補強工法

施エイメージ

スハイジル繊|

諄撃リプによる肌師‖

樹脂注入

施工概要
らせん状に加工された高強度スパイラル筋を既設の柱に巻付け、モル

タルを吹付けてコテで仕上げる。
柱の一面のみから補強鉄筋及び補強鋼板を配置する。

施エ

スペース
4面それぞれ 0.8m 11函た〕サに 1 5 m

他の工法
吹付けモルタルエ法

鋼板巻工法
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非 公 開

平成26年 5月 27日

北総鉄道株式会社

北総線 千葉県内区間の耐震補強計画

図
面

Ｎ。

区  間
工事費 (百万円 )

平成27年度 平成28年度 平成29年度 計

①
都県境～矢切駅 110 186 0 296

″戸 オ //θ /86 θ ′′θ

②

矢切硼 (トンネル中柱 ) 238 259 357 854

″戸 オ

オ〃 ″

238

θ

259

θ

259 756

"
″

③
北国分駅～秋山駅 129 170 302 601

″戸 オ /2θ /Zθ ′″ θθ/

④
東松戸駅付近 0 116 150 265

´戸 オ θ //∂ /5θ 265

⑤
松飛台駅～大町駅 212 274 220 706

″戸 オ ′/′ ′″ 220 706

⑥

大町劉～新鎌ヶ谷駅 256 281 514 1,051

″〃 ″

“

J∂ 204 309

″戸 オ /40 /`ル′ 98 432

″ ケ谷 オ ∂フ θ/ ′/′ θ/θ

⑦
新鎌ヶ谷駅～西自井駅 84 0 0 84

簾 ク 谷 市 ″ θ θ 84

③

小室駅～千葉NT中央駅 0 101 106 207

″ ″ オ θ /θ θ /θ

′芽 オ θ 84 /θθ /89

年度 計 1,028 1,387 1,649 4,063

※ 金額につ ては確定したものではなく、とりわけ同一年度 の 区 | の

○市域別の工事費

工事費 (百万円 )

平成27年度 平成28年度 平成29年度 計

松 戸 市 829 1,198 1,029 3,056

市 川 市 49 56 302 407

鎌 ケ 谷 市 150 31 212 393

船 橋 市 0 18 0 18

白 井 市 0 84 106 i89

印 西 市 0 0 0 0

年度 計 1,028 1,387 1,649 4,063

※ こついては確 もので りわけ同一 の ま変更の可能性がある
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毎0最大
馨5冤彗内の一律Mw6.8を設定するケニスとフイリピシ海プレ‐卜内一律にMw7.3を設定する _  1

ケースの霞度分布奮事●合わする(報告書図表集図75)~     .・
M7クラス重ね合わせ②:①に検討したlpヶ―スめ農度分布を重ね合わせたもの(報告書図表集図76)
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市町村毎の最大震度の表
‐                  .

ヶ寧貫舌詈樫募無:ヨ0電竃季異品FNIMW6.3を
設定するケースとフィリピン海プレート内一律にMw7.3を設定する

長告書図表集図75)             .
M7クラス重ね合わせ② :①に検討した19ケースの震度分布を重ね合わせたもの(報告書図表集図76)
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